
 
 
 
 
 
 
 
１ 単元名 「つたわる 広がる わたしの生活」 
 
２ 単元について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
本単元では，１学期の町探検や，これまでに体

験した地域での出来事などを仲間と交流し合う中

で，もう一度地域の人に会いたいという思いをふ

くらませ，会いたい人や探検したい場所を決め，

2 回目の町探検に行く。2 回目の探検では，店の

人の思いや願いを聞いたり，店の人の仕事を体験

したりする。このように，地域で生活したり働い

たりしている人々と繰り返し関わる活動を通して，

養基のよさに気付き，そこで働く人や地域への愛

着を深めることができるようにしたいと考える。 
また，実際に地域の人々と関わり，マナーを守

ることで互いに気持ちよく生活できるという体験

を重ね，児童自らが人々と適切に接する大切さを

感じ，その接し方を身に付けることを期待して本

単元を計画した。 
 

 

３ 研究にかかわる本時の意図 

研究内容１ 教材化の在り方と単元構成の工夫 

① 意欲的に対象と関わることができる教材開発 

本単元では，学校の近くで児童との関わりが深

く，「もっと知りたい」「仲良くなりたい」という

意欲を引き出すことのできる探検先を選定した。

１学期の「町たんけん」の活動や児童の希望をも

とにして，駅前の５店舗と，夏野菜の苗をいただ

いた校区の園芸屋さんの６つの探検先に決定した。

見たり聞いたり体験したりすることを，繰り返し

設定することで，地域がより身近なものになるこ

とができると考える。 

 

研究内容２ 学習活動の工夫 

① 児童の願いが明確になる導入の工夫 

本時の授業の導入では，店の人の顔写真を掲示

する。そうすることで各チームが紹介する店や人

を確認しながら，探検時に聞いた店の人の思いや

願いを思い起こすことができるようにしたい。ま

た，本単元の出口として，１年生に「養基の町の

すてきな人」のことを伝える時間を設けている。

目的を明確にし，児童と共に学習計画を立てて取

り組むことにより，見通しをもちながら活動意欲

を継続させることができると考えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 気付きの質を高める活動の工夫 
今回の探検では，６カ所の探検先を２つのグル

ープに分け，３チームずつで一緒に探検する。本

時では，新聞作りの準備の段階で「中間交流会」

の時間を設けて，新聞記事の内容を決めていく。

交流するチームも一緒に探検していることから，

店の人の思いや願いを一緒に考えたり，自分たち

の発表と比べたりして，アドバイスし合い，伝え

たいことをより確かなものにしていきたい。その

活動を通して，店の人の願いや思いにも気付くこ

とができると期待している。 
 

研究内容３ 評価と指導援助 

① 一人一人の学習状況に応じた指導・援助の工

夫 
  グループ交流の前に，「わかりやすさ」に気を

付けながら，店の人の「願いや思い」を中心に記

事内容を決めることを共通理解しておく。また，

話し合いが停滞した時には，探検カードへの教師

の朱書きを参考にしたり，チーム交流でのアドバ

イスを想起できるように声をかけたりして，発表

内容を改善していけるようにしたい。 
② 児童が自らの成長に気付く自己評価の工夫 
本時のめあては，「なかよしマン」「はっけんマ

ン」で自己評価する。振り返りをカードに記入し

てチームで交流することにより，自己の頑張りや

成長に気付くことができるようにする。 

第２学年 生活科学習指導案 
場 所   ２年 1 組教室  ２年２組教室 
授業者   井深 洋代    林 祐里 

 

内容（３）「地域と生活」 
自分たちの生活は地域で生活したり働いた 

りしている人々や様々な場所とかかわってい

ることが分かり，それらに親しみや愛着をも

ち，人々と適切に接することや安全に生活する

ことができるようにする。 
内容構成の具体的な視点 
イ身近な人々との接し方 ウ地域への愛着   

エ公共の意識とマナー   カ情報と交流 

 



４ 本時のねらい 
養基の町の「すてきな人」のことを紹介する準備を通して，地域で生活したり働いたりしている人々

の思いに気付くことができる。 
５ 本時の展開（７時/全１３時間）   ２年１組教室 
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１ 課題を確かめ，活動の見通しをもつ。 
 
 
 
  見付けよう・・・店の人のお客さんへの思いを見付けよう。 
   
２ グループ毎に，探検で見付けたことや店の人の思いや願いを交流す 
る。 
 
店 
 

肉のたなかさん 松本屋さん 杉山ふとんさん 

紹
介
し
た
い
こ
と
※
思
い 
 
 
 

・コロッケや唐揚げを 
店で揚げている。 

※あたたかく，作りた
てを味わってもら
いたいから。 
 

・大きな冷蔵庫があ
る。 

※いろいろな種類の
肉やコロッケなど
をたくさん保存し
ている。 

 
 
 

・養基幼稚園の園服を 
店で作っている。 

※お客さんから，たの
まれたから。 

 
 
・お客さんから頼まれ 
た服も仕入れてい
る。 

※お客さんに喜んで
もらえる。 
 
 

・店にはオーダーメ 
イド枕を作るため
の機械がある。 

※お客さんの頭に
ぴったりの枕が
作れる。 
 

・工場では，機械で
布団を作ってい
る。 

※病院や老人ホー
ムからの，たくさ
んの注文にこた
えている。 

 
ア
ド
バ
イ
ス 

・肉を切ったりラッピ 
ングしたりする機
械もある。 

※いろいろな厚さに
肉を切ることがで
きる。 

※衛生に気をつけて
いる。 

・朝７時から店を開い 
ている。休みは，お 
正月だけ。 

※お客さんがいつで
も買いに来られる
ようにしている。 

・ふとんの打ち直し
ができる。 

※古くなったふと
んでも，リフォー
ムして，長く使っ
てもらいたい。 

 
３ 記事の分担を決める。 
 
４ 活動を振り返り，めあてに対する評価（なかよくした・はっけんし
た）をし，「○○マン」で今日のがんばりを認め合う。 
・私は「なかよしマン」です。肉のたなかさんの，コロッケや唐揚げ
をあげるサービスは，わたしの家では，「すぐに食べられて，美味
しくて便利だ。」と言っていたので，そういう感想を書くとよいこ
とをアドバイスできました。 

・僕は「はっけんマン」です。杉山ふとんさんが工場で作っているふ
とんも，お客さんの希望に合わせていることを発見しました。その
ことをオーダーメイドまくらと一緒に新聞記事にすることにしま
した。 

 
５ 教師による評価をし，次時への意欲付けをする。 
 ・次の時間は，店のひみつや，働いているすてきな人の願いや思いを

新聞に書きましょう。 
  

・新聞を作り，１年生に
養基の町の「すてき」
を紹介するという見
通しをもたせるため
に，新聞のサンプル
と，学習計画を掲示す
る。 

・探検で見付けた事や，
店の人の思いや願い
に朱線を引き，交流し
やすくしておく。 

・店の人の顔写真を掲示
し，探検で発見したこ
とや聞いた話を想起
できるようにする。 

・グループ交流では，店
の人がお客さんや地
域の人に寄せる思い
を考えることができ
るように「それは，お
客さんへのどういう
気持ちからなの？」と
いう問い返しをする。 

・話し合いで決めた記事
を付箋に書いて，新聞
に貼っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・２つの観点での評価と
振り返りカードへの記
入・交流を行い，教師
による価値付けによ
り，自己の頑張りや成
長に気付くことができ
るようにする。 

町たんけんで見つけたことや，お店の人の思いやねがいをこうり

ゅうし，はっぴょうすることをきめよう。 

◆評価規準 
地域で生活したり

働いたりしている
人々の、地域の人への
思いに気付いている。 

（気付き） 
〈作業・つぶやき〉 

＜出口の児童の意識＞ 
お客さんへの思い

を分かりやすく伝え
たいな。 

＜本時までの児童の意識＞ 
見てきたことや聞い

てきたことをどうやっ
てみんなに伝えたらい
いかな。 



４ 本時のねらい 
 養基の町の「すてきな人」のことを紹介する準備を通して，地域で生活したり働いたりしている人々
の思いに気付くことができる。 
５ 本時の展開（７時/全１３時間）  ２年２組教室 
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１ 課題を確かめ，活動の見通しをもつ。 
 
 
 
 見付けよう・・・店の人のお客さんへの思いを見付けよう。 
 
２ グループ毎に，探検で見付けたことや店の人の思いや願いを交流す
る。 

 
 
店 
 

高橋園芸さん 杉原自転車さん ヒラツカ電気さん 

 
紹
介
し
た
い
こ
と 
※ 
思
い 

・野菜の苗を育て
ている。 

※よい苗を育て
て，多くの人に
育ててほしい。 

※野菜を好きにな
ってほしい。 

・いろいろな種類
がある。 

※お客さんの好み
に合わせたい。 

※種類を選べるよ
うにしたい。 

※野菜の特徴を知
ってほしい。 

・自転車を売ってい
る。 

※小学生からお年寄
りまで，様々な人
に利用してほし
い。 

・パンクや壊れた時
の修理をしてい
る。 

※困ったことがあれ
ばすぐに立ち寄っ
てほしい。 

※安全に自転車に乗
ってほしい。 

・様々な電化製品が
売っている。 

※季節にあった商品
を用意し，1 年を
通してお客さんに
利用してほしい。 

・壊れた電気製品の
修理やエアコン掃
除のサービスをし
ている。 

※修理をするときに
物を貸して，お客
さんが困らないよ
うにしたい。 

 
ア
ド
バ
イ
ス 

・自分が育ててど
うだったか話し
てもおもしろい
よ。 

・１年間で何種類
の野菜を育てて
いるのか知りた
いな。 

・駅前にあることで，
何がいいのか伝え
るといいね。 

・自転車以外の物も
売っていたよね。 

・季節をつかったイ
ベントをやってい
ることを紹介する
といいね。 

・今の季節はどんな
電化製品が売れる
のかな。 

 
３ 記事を書く分担を決める。 
 
４ 活動を振り返り，めあてに対する評価（なかよくした・はっけんし
た）をし，「がんばりマン・はっけんマン」で今日のがんばりを認め
合う。 

・僕は「がんばりマン」です。高橋園芸さんでは，みんなに野菜を好き
になってもらうために作っていることを，野菜の好き嫌いを言う僕た
ちのことを思い出して，読む人に分かりやすく感想に書きました。 

・私は「はっけんマン」です。ヒラツカ電気さんは，壊れた電気製品の
修理をするときに，電気屋さんにある物を貸して，お客さんが困らな
いようにしていることを発見しました。そのことを，エアコン掃除の
サービスと一緒に新聞記事にすることにしました。 

 
５ 教師による評価をし，次時への意欲付けをする。 
 ・次の時間は，店で働いている人々の思いや願いを，新聞に書きまし
ょう。 

・チームで○○新聞を作
って１年生に養基の
町の「すてき」を紹介
するという見通しを
もたせるために，新聞
のサンプルと，学習計
画を掲示する。 

・探検で見付けた事や店
の人の思いや願いに
朱線を引き，交流しや
すくしておく。 

・店の人の顔写真を用意
し，探検で発見したこ
とや，聞いたことを想
起できるようにする。 

・グループ交流では，店
の人がお客さんや地
域の人に寄せる思い
を考えることができ
るように「それは，お
客さんへのどういう
気持ちからなの？」と
いう問い返しをする。 

・話し合いで決めた記事
を付箋に書いて，新聞
に貼っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・２つの観点での評価と

振り返りカードへの
記入・交流を行い，教
師による価値付けに
より，自己の頑張りや
成長に気付くことが
できるようにする。 

 

町たんけんで見つけたことや，お店の人の思いやねがいをこうりゅ

うし，はっぴょうすることをきめよう。 

◆評価規準 
 地域で生活したり
働いたりしている
人々の、地域の人へ
の思いに気付いてい
る。 

（気付き） 
〈作業・つぶやき〉 

＜出口の児童の意識＞ 
お客さんへの思いを
分かりやすく伝えた
いな。 

＜本時までの児童の意識＞ 
聞いてきたことや，見
てきたことを，どうや
ってみんなに伝えたら
いいかな。 



      

 ６　単元構成表 「つたわる 広がる わたしの生活」 

 関心・意欲・態度 思考・表現 気付き 
単
元
の
目
標 

 以前のまち探検などで関わ
った人や場所と繰り返し関わ
り，親しみや愛着をもって，話
したり，いっしょに活動したり
できる。 

 繰り返し関わりたい人や，いっしょにしてみ
たい活動を決め，地域で生活したり働いたりし
ている人々と自分たちとの関わりについて考
え，それを素直に表現できる。 

 自分の住んでいる地域に
は，多くのよさがあることに
気付くとともに，地域で生活
したり働いたりしている
人々が，地域に抱いている思
いに気付くことができる。 

 
 
 
 
 
 
評
価
規
準 
 
 

・これまでに行った地域の場所
や，関わった人々に感心をも
ち，もう一度行こうとしてい
る。① 

・まち探検の計画を立てたり，
準備をしたりしようとして
いる。② 

・地域の人ともっと仲良くなり
たいという思いを発言しな
がら，地域の人にもっと聞い
てみたいことを，友達と話し
合っている。③ 

・グループで決めた探検する人
や場所に関心をもち，ルール
やマナーを守って，まち探検
をしようとしている。④⑤⑥ 

 

・相手や場に応じた適切な行動や，安全な行動
について考えながら，探検の計画を立ててい
る。②③ 

・相手や場に応じた適切な行動について考え，
地域の人と関わっている。④⑤⑥  

・探検したことを振り返り，その中から自分が
最も心に残ったことを選び，記録カードに記
入している。⑥ 

・グループ事にお店の人の思いを交流し，友達
や先生からのアドバイスも取り入れ，紹介す
ることを決めている。⑦⑧  

・自分の伝えたいことをより分かりやすく伝え
る方法や内容を考え，発表内容を改良してい
る。⑨⑩⑪ 

・1 年生に分かりやすいように，丁寧に説明し
たり，作品に写真などを付け足したりするな
ど，工夫しながら発表している。⑬ 

・地域で生活したり働いたり
している人々の，生活して
いく上での工夫や，地域へ
の思いに気付いている。④
⑤⑥  

・お店で見てきたこと聞いて
きたことを基に，お店の人
のお客さんへの思いに気
付いている。⑦⑧  

・自分たちが暮らしている地
域には，すてきな人がいる
ことを友達と話し合った
り，振り返りカードに書い
たりしている。⑫ 

 

 
 
 

気付かせたい内容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動内容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な視点 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ウ）地域への愛着 
 自分の住む地域に親しみを

もつ。 
エ）公共の意識と 

マナー 
探検の約束を決める。 

イ）身近な人々との接し方 
礼儀正しく挨拶，見学，質

問をする。 

カ）情報と交流 
探検で発見したことをわ

かりやすく伝えられるよ

う工夫する。 
ウ）地域への愛着 

養基の町や人に親しみを

もつ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分がこれまでに

関わった地域の人や

場所には，すてきなと

ころが数多くある。 

一学期のまち探検や，夏休みに行

った場所，これまで体験した地域で

の出来事などを友達と伝え合う。① 
一学期のまち探検の経験などをも

とに，みんなで話し合って探検の計
画を立てたり，準備をしたりする。
②③ 

 一学期のまち探検
のときと比べて，上手
に地域の人と関われ
るようになった。 
 自分や友達がイン
タビューした地域の
人は，こんな思いで生
活したり働いたりし
ている。また，自分た
ちの生活といろいろ
なところで関わった
り支えてくれたりし
ている。 

計画した場所に行き，地域の人に
インタビューをする。④⑤⑥ 

伝えることを決め，それに適した
表現方法を選んで，新聞にまとめる。
⑦⑧ 

友達や先生にアドバイスを聞き，
より分かりやすく伝える方法や内容
を考え，発表内容を改良する。⑨⑩
⑪ 

自分が探検に行っ

た場所以外にも地域

には，すてきな場所が

沢山あり，すてきな人

も沢山いる。 

地域でなかよくなった人やその人
がいる場所のよさを友達と伝え合っ
たり，一年生に伝えたりする。⑫⑬ 

  
 
 
 
 

＜単元前の児童の意識＞ 
 一学期のまち探検は楽しかったな。また行きたいな。○○さんは，どうしているかな。 

＜単元後の児童の意識＞ 
 養基のまちにはすてきな場所がいっぱいあって，すてきな人がいっぱいいるな。とってもすてき
な町に安心して住めてうれしいな。 


